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■
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
私
は
も
と
も
と
兼
業
農
家
と
し
て
柿
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。父
も
兼
業
で
、昔
は
家

業
を
継
ぐ
の
が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
営
農
指
導
員
と
し
て
働
き
、退
職

後
に
専
業
農
家
と
な
り
ま
し
た
。現
在
は

妻
と
一
緒
に
柿
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
の
園
地
は
山
の
斜
面
に
位
置
す
る
、い

わ
ゆ
る
中
山
間
地
に
あ
り
ま
す
。土
づ
く

り
の
た
め
に
堆
肥
を
入
れ
る
と
ミ
ミ
ズ
が

増
え
、そ
の
ミ
ミ
ズ
を
狙
っ
て
イ
ノ
シ
シ
が

園
地
を
荒
ら
し
に
来
て
し
ま
う
の
で
思
っ

た
よ
う
な
土
づ
く
り
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

ヒ
ヨ
ド
リ
が
実
を
突
い
た
り
、シ
カ
が
新

芽
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
と
、鳥
獣
害
も

絶
え
ま
せ
ん
。斜
面
が
崩
れ
る
危
険
や
復

旧
の
手
間
も
あ
り
、中
山
間
地
な
ら
で
は

の
苦
労
を
感
じ
る
日
々
で
す
が
、そ
れ
で

も
お
い
し
い
柿
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い

で
、栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
農
業
で
大
切
な
こ
と
は
？

　
Ｊ
Ａ
職
員
と
農
家
の
両
方
を
経
験
し
、

長
く
地
域
を
見
て
き
て
思
う
の
は
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。30
年

程
前
に
営
農
指
導
員
を
し
て
い
た
頃
は
、

柿
の
出
荷
量
が
多
く
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。志
波
選
果
場
に
入
り
き
れ
な
い

分
を
外
で
集
荷
し
、選
果
場
内
に
運
び
込

む
作
業
を
青
年
部
が
応
援
に
来
て
助
け
て

く
れ
る
、当
時
の
絆
や
に
ぎ
わ
い
を
今
で

も
思
い
出
し
ま
す
。令
和
５
年
の
大
雨
で

園
地
に
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
時
も
近
所
の

方
の
協
力
が
あ
っ
て
土
砂
を
出
す
こ
と
が

で
き
、早
期
に
復
旧
し
て
出
荷
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
心
強
く
、地
域

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

■
地
域
で
直
面
し
て
い
る
課
題

　
か
つ
て
は
園
地
の
基
盤
整
備
が
進
ん
で

お
ら
ず
、道
も
狭
く
て
機
械
が
入
ら
な
い

環
境
で
し
た
。そ
の
た
め
、作
業
は
す
べ
て

手
作
業
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、大
変

な
労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。や
が
て
、

若
い
人
た
ち
が
家
を
出
て
働
く
よ
う
に
な

り
、ど
こ
の
家
で
も
後
継
者
不
足
が
深
刻

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。も
し
、20
年
早
く

基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
れ
ば
、も
っ
と
多

く
の
人
が
農
業
を
続
け
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。基
盤
整
備
が
進
み
、作

業
は
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
が
、今
も
ま

だ
機
械
が
入
れ
な
い
よ
う
な
園
地
も
多
く
、

高
齢
に
な
る
と
手
作
業
で
は
体
力
的
に
厳

し
い
の
が
現
状
で
す
。農
業
を
続
け
や
す
い

環
境
づ
く
り
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。た
だ
、こ

う
し
た
課
題
は
部
会
だ
け
で
解
決
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。行
政
を
巻
き
込

み
、地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
孫
に
誇
れ
る
柿
づ
く
り

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
10
年
後
、こ
の
地

域
の
柿
づ
く
り
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、現

状
を
維
持
で
き
る
の
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。そ
れ
で
も
孫
が「
じ
ぃ
じ
の
柿
は
お
い

し
い
」と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ

し
い
。そ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、こ

れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
こ
の
地
域
の
柿
づ

く
り
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の表紙はアスパラガス部会の現地検討会で撮影しました。
アスパラガス部会は、現地検討会や勉強会を通じて技術を磨き
合い、仲間同士で学びを深めるなど活気にあふれています。高温
対策や土づくりなど課題解決にも積極的に取り組み、部会全体
で成長することを目指しています。
また、JAファーム事業をきっかけに新規生産者が増加しており、
新規就農研修生を積極的に受け入れ、日々の作業や技術を丁寧
に伝え次世代の育成にも力を注いでいます。
こうした取り組みの成果もあり、今年度のアスパラガスの販売金
額は2億円を突破しました。今後も部会一丸となって、さらなる
発展を目指していきます。
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彦
さ
ん 
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今年も残すところあとわずかとなりました。広報誌「ふぁーむ」ではＪＡ筑前あさくらのさまざまな取り組みや地域の
ニュースなどを掲載してきました。今月号では掲載してきた記事の中から印象に残った写真を選びました。
それでは１年間を振り返っていきましょう。

特集 ２０２５年写真で振り返る２０２５年２０２５年

かき部会青年部は、台湾北西
部・新竹県新埔地区の柿園など
を訪ね、現地の生産者や行政、
農協関係者との国際交流を行
いました。台湾と日本の販売方
法の違いや後継者問題などに
ついて意見を交わしました。

食農教育活動の一環として地域
の農産物の魅力を伝えるため、
管内の小学生4,453人に「博多
万能ねぎ」1束と「博多万能ねぎ」
のレシピを記載したリーフレット、
「ＪＡ筑前あさくら農産物マップ」
を寄贈しました。

食と健康を楽しく学ぶとともに、ＪＡ女性部活動への理解を深めることを目的に企画し、地域住民や女
性部員など総勢149人が参加しました。
クッキングフェスタでは、各地区の女性部員が地元産の食材を使った地産地消の料理で参加者をもて
なしました。

各支店では、組合員や地域住民のよ
りどころとなる支店づくりを目的に支
店協同活動に取り組んでいます。
美化活動の一環として花壇に花を植
えたり、地元小学生と野菜の定植を行
い野菜を育てる楽しさを伝えました。

閉講式にて研修生4人に修了証が
手渡され、農業者として新たな一歩
を踏み出しました。開講式では令和
7年度の研修生4人が紹介され、受
け入れ農家の元で地域の先輩農家
と関わりながら栽培や農業経営の
基礎などを学んでいきます。

かき部会青年部 台湾へ現地視察（３月号掲載）

管内小学生に「博多万能ねぎ」を寄贈（４月号掲載）

クッキングフェスタ＆健康セミナーを開催（５月号掲載）

支店協同活動（７月号掲載）

新規就農センター閉開講式を開催（８月号掲載）

１月

１月

2月

5月

6月

福岡市中央卸売市場内に特設ブース
を設置し、農産物の展示や試食会を行
い、消費者とのパイプ役である市場関
係者らに農産物の食味や鮮度の良さ
などをPRしました。競り前には熊本組
合長が壇上に上がり、筑前あさくらブ
ランドを力強くアピールしました。

食べてくれっ祭を開催（11月号掲載）9月

ＴＡＣ（地域農業の担い手に出向く担当者＝愛称タック）は、訪問先である担い手に日々出向き、農業に関す
る相談や意見・要望を聞き取り、各関係部署と連携しながら問題解決に取り組んでいます。特集では、活動
実績や訪問先担い手の声を取り上げて掲載しました。

ＴＡＣが行く！（１２月号掲載）10月
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クッキングフェスタ＆健康セミナーを開催（５月号掲載）
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を設置し、農産物の展示や試食会を行
い、消費者とのパイプ役である市場関
係者らに農産物の食味や鮮度の良さ
などをPRしました。競り前には熊本組
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ＴＡＣ（地域農業の担い手に出向く担当者＝愛称タック）は、訪問先である担い手に日々出向き、農業に関す
る相談や意見・要望を聞き取り、各関係部署と連携しながら問題解決に取り組んでいます。特集では、活動
実績や訪問先担い手の声を取り上げて掲載しました。

ＴＡＣが行く！（１２月号掲載）10月
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◆事故　JA共済事故受付センター
0120-258-931 【365日・24時間受付】

【365日・24時間受付】

◆葬祭　やすらぎ葬祭センター
0120-62-1059 または ☎0946-22-4117

【夜間・休日24時間受付】

◆ガスのトラブル

☎0942-47-3373
福岡ライフエナジー㈱久留米事業センター

年末年始の緊急連絡先年末年始の緊急連絡先

※上記時間以外はお取引店舗へご連絡ください
※12月31日から1月4日までは上記へお電話ください

◆通帳・キャッシュカードの紛失や盗難

0120-646-106
キャッシュカードなどの盗難・紛失ダイヤル

【平日 17:00～翌8：00、土・日・祝日は24時間受付】

太極拳
グループ

三輪地区には、太極拳を楽しむグループが2つあり、月に3回、月
曜と木曜に分かれて活動しています。
太極拳は中国の伝統武術の一つで「気」の流れや深い呼吸を
意識し、ゆっくり体を動かします。関節や筋肉への負担が少ないた
め、年齢や体力を問わず、無理なく続けられます。あいさつや掛け
声は中国語で行い、伝統を大切にしつつ、休憩中や活動後は仲
良くおしゃべりを楽しむなど和やかに活動しています。

三輪地区女性部
女性部
活動紹介

お問い合わせ先　三輪支店経済：女性部担当　☎0946-24-5890

楽しく活動しています！

家の光ダンス
「100ダン」に
挑戦しました!
左の二次元
コードから動画
を視聴できます。あいさつは「ニーハオ」で始まり

「シェイシェイ」で終わります！

心と体も整います!

年末年始の営業日および営業時間
◆本店および各支店の一般業務は12月31日(水)～1月4日(日)まで休業。1月5日(月)から平常業務を行います

Ｊ
Ａ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

給
　
　
　  

油
　
　
　  

所

営
農
セ
ン
タ
ー

Ａ 

コ 

ー 

プ

他
業
態
の
稼
働
Ａ
Ｔ
Ｍ

12月30日（火） 12月31日（水） 1月1日（木） 1月2日（金） 1月3日（土） 1月4日（日）

12月30日（火） 12月31日（水） 1月1日（木） 1月2日（金） 1月3日（土） 1月4日（日）

12月30日（火） 12月31日（水） 1月1日（木） 1月2日（金） 1月3日（土） 1月4日（日）

12月30日（火） 12月31日（水） 1月1日（木） 1月2日（金） 1月3日（土） 1月4日（日）　　　

7:00～21:00

8:00～21:00

本店・東峰支店・杷木支店
三奈木支店・秋月支店
三輪支店・夜須支店
朝倉支店
甘木中央支店
Ａコープ あさくら店
Ａコープ あまぎ店
Ａコープ 夜須店

8：45 ～ 17：00
8：45 ～ 18：00 9：00 ～ 17：00休業

7：00 ～ 19：30

7：00 ～ 21：00

セブン銀行
コンビニＡＴＭ
ゆうちょ銀行

小石原給油所

セルフ宝珠山
セルフ杷木
比良松給油所
セルフきばる
セルフ甘木南部
セルフみわ
セルフ夜須

  
平常営業（7：00～19：00） 
平常営業（7：00～21：00） 
平常営業（7：00～19：00） 
平常営業（7：00～21：00） 
平常営業（7：00～20：00） 
平常営業（7：00～20：00） 
平常営業（7：00～21：00）

店休日

9:00～19:30

9:00～20:00

9:00～19:30

9:00～20:00

9:00～18:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～18:00

受注サービスセンター

車両センター

農機具センター

東部営農センター

中部営農センター

西部営農センター

Aコープ あさくら店

JA FARMERS Aコープあまぎ店

Aコープ みわ店

JA FARMERS Aコープ夜須店

終日休業

定休日

定休日

平常業務
（9:00～17:00）

平常業務
（8:30～17:00）

平常業務
（8:30～17:00）

8:30～12:00

（ 　 　 ）午後は棚卸業務
のため、休業

業態間定型取引先銀行など
のＡＴＭ（※ＭＩＣＳ加盟行）

（稼働時間はそれぞれの業態により異なります）

定休日

平常営業（7：00～19：00） 
平常営業（7：00～20：00） 
平常営業（7：00～19：00） 
平常営業（7：00～20：00） 
平常営業（7：00～20：00） 
平常営業（7：00～20：00） 
平常営業（7：00～20：00） 

※年内配送分の受付は12/27(土) 
　までにお願いします

平常営業
（8：30～17：00）
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
、販
売
金
額
２
億
円
突
破
　

　
関
東
販
路
拡
大
や
技
術
向
上
で
躍
進

組
合
員
大
学
第
３
講
を
開
講

　
他
Ｊ
Ａ
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
び
自
ら
の
成
長
へ

複
合
経
営
品
目
に
最
適
な
作
物
と
し
て
推
進

　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
順
調
に
収
穫

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
の
令
和
７
年
産
の
販
売
金
額

が
部
会
初
と
な
る
、２
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。令

和
４
年
10
月
に
１
億
円
を
達
成
し
て
か
ら
、お
よ
そ

３
年
で
売
り
上
げ
は
倍
に
伸
び
、産
地
と
し
て
大
き

く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
部
会
員
同
士
が
栽
培
管
理
な
ど
の
情
報
を
共
有

し
、互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
規
就
農
者
に
は
ベ
テ
ラ
ン

生
産
者
が
訪
問
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
販
売
面
で
は
、需
要
の
高
い
関
東
市
場
へ
の
販
路

拡
大
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
取
り
引
き
が
増
え
、単

価
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、販
売
金
額
の
大
幅
な
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

今後の栽培管理について情報交換をする部会員ら

NEWS

◆11月は日本農業新聞に、合計16本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

農産物

Ｒ
Ｔ
Ｋ
活
用
ス
マ
ー
ト
農
業
実
践
研
修
会
が
開
催

　
理
解
醸
成
と
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
へ

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
や
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
、朝
倉
市
、筑
前
町
、東
峰
村
な
ど
で
構
成
す
る

朝
倉
地
域
担
い
手
・
産
地
育
成
協
議
会
の
水
田
農
業

部
会
は
10
月
23
日
、Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
準
局
の
理
解
醸
成
と

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
目
的
に
研
修
会
を
筑
前
町
で

開
催
し
ま
し
た
。地
元
農
家
や
関
係
者
約
50
人
が
参

加
し
、高
精
度
な
位
置
情
報
を
活
用
し
た
ト
ラ
ク

タ
ー
や
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
自
動
操
舵
の
実
演

を
見
学
し
、メ
リ
ッ
ト
や
利
用
上
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
は
、位
置
情
報
を
数
㎝
以
内
の
誤
差
で
得

ら
れ
る
測
位
方
法
の
ひ
と
つ
で
、ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
自
動
操
舵
技
術
を
支
え
る
基
盤
技
術

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ドローンによる農薬散布を真剣に見る参加者

　
10
月
31
日
、Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
と
Ｊ
Ａ
に
じ
は

「
組
合
員
大
学
」第
３
講
を
合
同
で
開
講
し
、16
人
の
受

講
生
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
は
視
察
を
通
じ
て
、他

Ｊ
Ａ
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
び
、自
ら
の
成
長
に
つ

な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。視
察
は
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
の
農
産
物
直
売
所
や
八
女
茶
加

工
所
、Ｊ
Ａ
み
な
み
筑
後
の
山
川
選
果
場
を
訪
れ
、生

産
者
目
線
で
見
る
農
産
物
の
違
い
や
他
Ｊ
Ａ
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

　
受
講
生
は「
地
域
農
業
の
活
性
化
に
は
、生
産
者
と

Ｊ
Ａ
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
」と
語
り
、組
合

員
大
学
で
得
た
知
識
を
今
後
の
営
農
活
動
に
活
か
し

て
い
く
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

八女茶加工所にて、茶葉の説明を受ける受講生

収穫作業で大忙しの七熊靖雄さんの園地

　
秋
空
の
下
、管
内
各
地
で
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
組
合
員
や
地
域
住
民
ら
が
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れ
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性
部
に
よ
る
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ー
ジ
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ベ
ン
ト
、

職
員
に
よ
る
出
店
ブ
ー
ス
、餅
ま
き
な
ど
で
大
い
に
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わ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
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11
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旬
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ウ
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ツ
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穫
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ま
し
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産
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時
間
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し
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か
り
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で
き
、授
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も
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
で
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数
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太
り
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良
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で
す
。

夏
場
の
高
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も
か
ん
水
作
業
を
徹
底
し
、乗
り
切
り

ま
し
た
。

　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、果
樹
の
中
で
も
労
働
時
間
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比
較
的
少
な
く
、管
理
作
業
も
短
期
間
に
集
中
し

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。収
穫
時
に
ハ
サ
ミ
を

使
わ
ず
手
で
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
作
業

性
も
良
く
、複
合
経
営
の
品
目
と
し
て
最
適
で
す
。

Ｊ
Ａ
は
農
業
者
の
所
得
増
大
と
経
営
安
定
化
に
向

け
て
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
複
合
経
営
品
目
と
し
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

農産物

イベントＪ
Ａ
ま
つ
り
in
み
わ

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
in
み
わ

10
月
25
日

10
月
25
日

Ｊ
Ａ
収
穫
祭
in
夜
須

Ｊ
Ａ
収
穫
祭
in
夜
須

11
月
２
日

11
月
２
日

朝
倉
支
店
感
謝
祭

朝
倉
支
店
感
謝
祭

11
月
15
日

11
月
15
日
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
、販
売
金
額
２
億
円
突
破
　

　
関
東
販
路
拡
大
や
技
術
向
上
で
躍
進

組
合
員
大
学
第
３
講
を
開
講

　
他
Ｊ
Ａ
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
び
自
ら
の
成
長
へ

複
合
経
営
品
目
に
最
適
な
作
物
と
し
て
推
進

　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
順
調
に
収
穫

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
の
令
和
７
年
産
の
販
売
金
額

が
部
会
初
と
な
る
、２
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。令

和
４
年
10
月
に
１
億
円
を
達
成
し
て
か
ら
、お
よ
そ

３
年
で
売
り
上
げ
は
倍
に
伸
び
、産
地
と
し
て
大
き

く
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
部
会
員
同
士
が
栽
培
管
理
な
ど
の
情
報
を
共
有

し
、互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
規
就
農
者
に
は
ベ
テ
ラ
ン

生
産
者
が
訪
問
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、き

め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
販
売
面
で
は
、需
要
の
高
い
関
東
市
場
へ
の
販
路

拡
大
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
取
り
引
き
が
増
え
、単

価
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、販
売
金
額
の
大
幅
な
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

今後の栽培管理について情報交換をする部会員ら

NEWS

◆11月は日本農業新聞に、合計16本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

農産物

Ｒ
Ｔ
Ｋ
活
用
ス
マ
ー
ト
農
業
実
践
研
修
会
が
開
催

　
理
解
醸
成
と
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
へ

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
や
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
、朝
倉
市
、筑
前
町
、東
峰
村
な
ど
で
構
成
す
る

朝
倉
地
域
担
い
手
・
産
地
育
成
協
議
会
の
水
田
農
業

部
会
は
10
月
23
日
、Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
準
局
の
理
解
醸
成
と

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
目
的
に
研
修
会
を
筑
前
町
で

開
催
し
ま
し
た
。地
元
農
家
や
関
係
者
約
50
人
が
参

加
し
、高
精
度
な
位
置
情
報
を
活
用
し
た
ト
ラ
ク

タ
ー
や
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
自
動
操
舵
の
実
演

を
見
学
し
、メ
リ
ッ
ト
や
利
用
上
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
は
、位
置
情
報
を
数
㎝
以
内
の
誤
差
で
得

ら
れ
る
測
位
方
法
の
ひ
と
つ
で
、ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
自
動
操
舵
技
術
を
支
え
る
基
盤
技
術

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ドローンによる農薬散布を真剣に見る参加者

　
10
月
31
日
、Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
と
Ｊ
Ａ
に
じ
は

「
組
合
員
大
学
」第
３
講
を
合
同
で
開
講
し
、16
人
の
受

講
生
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
は
視
察
を
通
じ
て
、他

Ｊ
Ａ
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
び
、自
ら
の
成
長
に
つ

な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。視
察
は
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
の
農
産
物
直
売
所
や
八
女
茶
加

工
所
、Ｊ
Ａ
み
な
み
筑
後
の
山
川
選
果
場
を
訪
れ
、生

産
者
目
線
で
見
る
農
産
物
の
違
い
や
他
Ｊ
Ａ
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

　
受
講
生
は「
地
域
農
業
の
活
性
化
に
は
、生
産
者
と

Ｊ
Ａ
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
」と
語
り
、組
合

員
大
学
で
得
た
知
識
を
今
後
の
営
農
活
動
に
活
か
し

て
い
く
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

八女茶加工所にて、茶葉の説明を受ける受講生

収穫作業で大忙しの七熊靖雄さんの園地

　
秋
空
の
下
、管
内
各
地
で
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
組
合
員
や
地
域
住
民
ら
が
訪
れ
、女
性
部
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

職
員
に
よ
る
出
店
ブ
ー
ス
、餅
ま
き
な
ど
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
11
月
上
旬
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収

穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。令
和
７
年
産
は
、日
照

時
間
が
し
っ
か
り
確
保
で
き
、授
粉
も
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
で
着
果
数
も
多
く
、玉
太
り
も
良
好
で
す
。

夏
場
の
高
温
も
か
ん
水
作
業
を
徹
底
し
、乗
り
切
り

ま
し
た
。

　
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、果
樹
の
中
で
も
労
働
時
間

が
比
較
的
少
な
く
、管
理
作
業
も
短
期
間
に
集
中
し

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。収
穫
時
に
ハ
サ
ミ
を

使
わ
ず
手
で
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
作
業

性
も
良
く
、複
合
経
営
の
品
目
と
し
て
最
適
で
す
。

Ｊ
Ａ
は
農
業
者
の
所
得
増
大
と
経
営
安
定
化
に
向

け
て
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
複
合
経
営
品
目
と
し
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

農産物

イベントＪ
Ａ
ま
つ
り
in
み
わ

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
in
み
わ

10
月
25
日

10
月
25
日

Ｊ
Ａ
収
穫
祭
in
夜
須

Ｊ
Ａ
収
穫
祭
in
夜
須

11
月
２
日

11
月
２
日

朝
倉
支
店
感
謝
祭

朝
倉
支
店
感
謝
祭

11
月
15
日
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月
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日
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